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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 11日 (2006.8.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 覆 さ れ て い な い 、 電 気 ガ ル バ ナ イ ジ ン グ さ れ た 又 は 熱 浸 漬 ガ ル バ ナ イ ジ ン グ さ れ た Ｔ
Ｒ Ｉ Ｐ 鋼 製 品 の 製 造 の た め に 、 冷 間 圧 延 工 程 を 含 む 方 法 で 使 用 さ れ る こ と を 意 図 さ れ る 鋼
組 成 物 で あ っ て 、 下 記 の も の を 含 む こ と を 特 徴 と す る 鋼 組 成 物 ：
　 － 　 Ｃ ： １ ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ ２ ６ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｍ ｎ ： １ ０ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ ２ ２ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ａ ｌ ： ８ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ １ ５ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｓ ｉ ： ２ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ ６ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｐ ： ４ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｓ ： 最 大 １ ２ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｎ ： 最 大 ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｔ ｉ ： 最 大 １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｎ ｂ ： 最 大 １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｖ ： 最 大 １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｂ ： 最 大 １ ０ ｐ ｐ ｍ
残 り は 鉄 及 び 付 随 的 な 不 純 物 で あ る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 １ ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ １ ９ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 炭 素 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鋼 組
成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 １ ３ ５ ０ ｐ ｐ ｍ ～ １ ９ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 炭 素 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 鋼 組



成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 １ ４ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ １ ９ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 炭 素 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 鋼 組
成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 １ ７ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ ２ ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 炭 素 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鋼 組
成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ２ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ ２ ６ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 炭 素 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鋼 組
成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 下 記 の も の を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 鋼 組 成 物 ：
　 － 　 Ｍ ｎ ： １ ３ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ ２ ２ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ａ ｌ ： ８ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ １ ４ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｓ ｉ ： ２ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ ４ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｐ ： ６ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｓ ： 最 大 １ ２ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｎ ： 最 大 １ ５ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｔ ｉ ： 最 大 ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｎ ｂ ： 最 大 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｖ ： 最 大 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ
　 － 　 Ｂ ： 最 大 ５ ｐ ｐ ｍ
【 請 求 項 ８ 】
　 ９ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の
鋼 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 下 記 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 冷 間 圧 延 Ｔ Ｒ Ｉ Ｐ 鋼 製 品 の 製 造 方 法 ：
　 － 　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 組 成 を 有 す る 鋼 ス ラ ブ を 作 る ；
　 － 　 前 記 ス ラ ブ を 熱 間 圧 延 し て 熱 間 圧 延 さ れ た 基 体 を 形 成 す る 、 但 し 仕 上 げ 圧 延 温 度 は
Ａ ｒ ３ 温 度 よ り 高 い ；
　 － 　 前 記 基 体 を ５ ０ ０ ℃ ～ ６ ８ ０ ℃ の コ イ ル 温 度 （ Ｃ Ｔ ） に 冷 却 す る ；
　 － 　 前 記 基 体 を 前 記 コ イ ル 温 度 で コ イ ル す る ；
　 － 　 前 記 基 体 を 酸 洗 い し て 酸 化 物 を 除 去 す る ；
　 － 　 前 記 基 体 を 冷 間 圧 延 し て ４ ０ ％ の 最 小 減 少 を 有 す る 厚 さ の 減 少 を 得 る 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 下 記 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 ：
　 － 　 ７ ６ ０ ℃ ～ ８ ５ ０ ℃ の 温 度 で 前 記 基 体 を ソ ー キ ン グ す る ；
　 － 　 ３ ６ ０ ℃ ～ ４ ５ ０ ℃ の 範 囲 の 温 度 に ２ ℃ ／ 秒 よ り 高 い 冷 却 速 度 で 前 記 基 体 を 冷 却 す
る ；
　 － 　 ７ ０ ０ 秒 よ り 短 い 時 間 、 前 記 温 度 範 囲 で 前 記 基 体 を 保 持 す る ；
　 － 　 １ ℃ ／ 秒 よ り 高 い 冷 却 速 度 で 室 温 に 前 記 基 体 を 冷 却 す る ；
　 － 　 前 記 基 体 を 最 大 １ ． ５ ％ の ス キ ン パ ス 減 少 に 供 す る 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 電 気 亜 鉛 被 覆 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 下 記 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 ：
　 － 　 ７ ６ ０ ℃ ～ ８ ５ ０ ℃ の 温 度 で 前 記 基 体 を ソ ー キ ン グ す る ；
　 － 　 Ｚ ｎ 浴 の 温 度 に ２ ℃ ／ 秒 よ り 高 い 冷 却 速 度 で 前 記 基 体 を 冷 却 す る ；
　 － 　 ２ ０ ０ 秒 よ り 短 い 時 間 、 ４ ９ ０ ℃ ～ ４ ６ ０ ℃ の 温 度 範 囲 で 前 記 基 体 を 保 持 す る ；
　 － 　 前 記 Ｚ ｎ 浴 に 前 記 基 体 を 熱 浸 漬 ガ ル バ ナ イ ジ ン グ す る ；
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　 － 　 ２ ℃ ／ 秒 よ り 高 い 冷 却 速 度 で 室 温 に 前 記 基 体 を 冷 却 す る 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 基 体 を 最 大 １ ． ５ ％ の ス キ ン パ ス 減 少 に 供 す る 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ３ ０ ～ ７ ５ ％ の フ ェ ラ イ ト 、 １ ０ ～ ４ ０ ％ の ベ イ ナ イ ト 、 ０ ～ ２ ０ ％ の 保 持 さ れ た オ ー
ス テ ナ イ ト 、 及 び 所 望 に よ り ０ ～ １ ０ ％ の マ ル テ ン サ イ ト を 含 む ミ ク ロ 組 織 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に 従 っ て 製 造 さ れ た 鋼 製 品 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 １ ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ～ １ ９ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 炭 素 を 含 む 請 求 項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方
法 に 従 っ て 製 造 さ れ た 鋼 製 品 で あ っ て 、 ３ ２ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ４ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ の 降 伏 強 度 、 ５ ９ ０
Ｍ Ｐ ａ 以 上 の 引 張 強 度 、 ２ ６ ％ よ り 高 い 伸 び Ａ ８ ０ 、 及 び ０ ． ２ よ り 高 い 、 １ ０ ％ と 均 一
な 伸 び の 間 で 計 算 さ れ た 歪 硬 化 係 数 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鋼 製 品 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 １ ７ ０ ０ ～ ２ ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 炭 素 を 含 む 請 求 項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に 従
っ て 製 造 さ れ た 鋼 製 品 で あ っ て 、 ３ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ５ １ ０ Ｍ Ｐ ａ の 降 伏 強 度 、 ７ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ
以 上 の 引 張 強 度 、 ２ ４ ％ よ り 高 い 伸 び Ａ ８ ０ 、 及 び ０ ． １ ９ よ り 高 い 、 １ ０ ％ と 均 一 な 伸
び の 間 で 計 算 さ れ る 歪 硬 化 係 数 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鋼 製 品 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 ２ ０ ０ ０ ～ ２ ６ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 炭 素 を 含 む 請 求 項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に 従
っ て 製 造 さ れ た 鋼 製 品 で あ っ て 、 ４ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ６ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 降 伏 強 度 、 ７ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ
以 上 の 引 張 強 度 、 ２ ２ ％ よ り 高 い 伸 び Ａ ８ ０ 、 及 び ０ ． １ ８ よ り 高 い 、 １ ０ ％ と 均 一 な 伸
び の 間 で 計 算 さ れ る 歪 硬 化 係 数 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鋼 製 品 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 ２ ０ ０ ０ ～ ２ ６ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 炭 素 を 含 む 請 求 項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に 従
っ て 製 造 さ れ た 鋼 製 品 で あ っ て 、 ４ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ ～ ７ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 降 伏 強 度 、 ９ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ
以 上 の 引 張 強 度 、 １ ８ ％ よ り 高 い 伸 び Ａ ８ ０ 、 及 び ０ ． １ ４ よ り 高 い 、 １ ０ ％ と 均 一 な 伸
び の 間 で 計 算 さ れ る 歪 硬 化 係 数 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鋼 製 品 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 縦 及 び 横 方 向 の 両 方 で ４ ０ Ｍ Ｐ ａ よ り 高 い ベ ー ク 硬 化 Ｂ Ｈ ２ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ４ ～ １ ８ の い ず れ か に 記 載 の 鋼 製 品 。
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